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様式第４号（第 11項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

 
審 議 会 等 の 名 称 令 和 ７年度第２回西脇 市まちづくり推進審議会

 開 催 日 時 令 和 ７年 11月 10日（月） 午後７時 00分～９時 00分

 開 催 場 所 西 脇 市役所　大会議室

 出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数

平 田 富士男会長、藤原 悟副会長、松尾憲子委員、  

藤 井 琢己委員、松山千 鈴委員、來住啓子委員、  

高 澤 有可里委員、田中 美紗子委員、西山桂委員、  

堀 井 悠次委員　計 10名

 欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数

森 川 元良委員、清水賢 一委員、竹内諭委員、  

竹 本 愛委員　計４名

 出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数

都 市 経営部長　渡辺和 樹、まちづくり課長　藤原 広

三 、 まちづくり課課長 補佐　二若直也、まちづく り

課 職 員　野村悟史、片 岡雪乃　計５名

 公開・非 公 開 の 別 公 開

 非公開の 理 由 ―

 傍聴人の 数 １ 名

 議題又は 協 議 事 項  

 

 

 

 

１ ・ ２　開会、市民憲 章朗唱  

３ 　 あいさつ  

４ 　 報告事項  

⑴ 　令和６年度の審議 会の開催状況につ いて  

⑵ 　市民提案型まちづ くり事業の審査結 果につい

て  

⑶ 　地区まちづくり実 践補助事業の審査 結果につ

いて  

⑷ 　前回ご提出いただ いた意見に対する 担当課か

らの回答について  

５ 　 協議事項  

　 　 市民主体のまちづ くり活動の活性化に資する 方

策 に ついて  

６ ・ ７　今後の予定に ついて、閉会

 会議の記録 （概要）

 発 言 者 発 言内容等

 １ ・ ２ 　 開 会 、 市民 憲章 朗唱
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 ３ 　 会 長 あ い さ つ

  

 

事 務 局 

 

会 長 

事 務 局 

 

 

 

部 会 長 

 

 

 

 

 

事 務 局

４ 　 報 告 事 項  

　 ⑴ 　 令 和 ６ 年 度の 審議 会等 の開 催状 況に ついて  

資 料 １ 「 令和６年度に 開催された審議会等の開 催状況等

一 覧 表 」 に 基づき、事 務局から説明  

委 員 公 募 の状況はどの ようなものか。  

広 報 紙 や ホームページ 等で公募をしているが、 応募が少

な い の が 現 状である。  

　 ⑵ 　 市 民 提 案 型ま ちづ くり 事業 の審 査結 果につ いて  

⑶ 　 地 区 ま ち づくり 実践 補助 事業 の審 査結 果につ いて  

　 　 　 資 料 ２ 「 西 脇市 市 民 提案 型 ま ち づ くり 事 業 企 画 書 の審 査

結 果 に つ い て 」及 び資 料 ３ 「 西 脇 市 地 区 ま ち づく り 実 践 補

助 事 業 の 審 査 結果 につ い て 」 に 基 づ き 、 西 脇 市ま ち づ く り

推 進 審 議 会 審査部会長から説明  

　 ⑷ 　 前 回 ご 提 出い た だ い た 意見 に 対 す る 担 当 課 から の 回 答 に

つ い て  

資 料 ４ 「 前回ご提出い ただいた意見に対する担 当課から

の 回 答 に つ いて」に基 づき、事務局から説明

  

 

事 務 局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

５ 　 協 議 事 項  

市 民 主 体 の まちづ くり 活動 の活性 化 に資 する方 策に つい て  

　 　 資 料 ５ 「 市 民主体のま ちづくり活動の活 性化に資するアイ

デ ア 一 覧 」 及 び資料６「西脇市のまちづ くり活動をさらに 活

性 化 さ せ る た めに」に基づき、事務局か ら説明  

　 　 前 回 の 審 議 会後に「ま ちづくりのとびら をあけてみたら」  

を 活 用 し た 啓 発資材（年齢やシ ーン別）を作成と いうアイデ

ア を 追 加 提 案 した。「まちづく りのとびらをあけ てみたら」

を 子 ど も 向 け のワークシートに アレンジし、８月 の西脇こど

も 会 議 で 使 用 したところ、子ど もたちにまちづく りを考えて

も ら う い い 機 会になった。今回 は子ども向けにア レンジした

が 、 普 段 か ら まちづくり活動を されている方や、 最近始めら

れ た 方 の 意 識 を１段階あげれる ようなワークシー トができれ

ば い い な と 思 い、このアイデア を追加した。  

　 　 「 ま ち づ く りのとびらをあけてみた ら」の内容につい て協

議 し た こ の メ ンバーで、ワークシート版 の協議ができれば と

思 う が ど う か 。  

　 　 昨 年 度 作 成 したものはまちづくり活 動の普及啓発を目 的と

し た リ ー フ レ ットであったが、それをア レンジし、まちづ く

り 活 動 に つ い て、子どもが考えやすくな るようなワークシ ー
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委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

ト を 作 成 し た 。今年度の審議会で、まち づくり活動に関心 を

持 っ た 大 人 向 けのワークシート作成に関 する協議をしては ど

う か と い う 提 案であったが、今回この議 論をするには時間 が

限 ら れ て い る ため、次回の審議会で、事 務局が作成したワ ー

ク シ ー ト 案 を もとに議論できればと思う がどうか。  

　 　 前 回 、 各 委 員から提案があった市民 主体のまちづくり 活動

の 活 性 化 に 資 するアイデアを全て実行す るのは難しいと思 っ

て い た が 、 先 ほどの提案のとおり、実際 のワークショップ 等

で 使 用 で き る ワークシートについて協議 を進め、そのワー ク

シ ョ ッ プ に 参 加した人が西脇市のまちづ くりについて考え て

も ら え れ ば い いと思う。その他のアイデ アも、答申書の参 考

資 料 と し て 掲 載すればわかりやすいので は。  

　 　 私 も こ ど も 会議に参加したが、子ど も向けワークシー トを

使 用 さ れ て い たこと、まちづくり課の職 員も参加されてい た

こ と に 驚 い た 。このワークシートのおか げで、子ども達も い

つ も よ り 積 極 的に意見を言えていたよう に思う。しかし、 地

区 に よ っ て 子 どもたちの参加状況にバラ つきがあったこと が

残 念 だ っ た 。 各学校の総合的な学習等で この子ども向けワ ー

ク シ ー ト を 活 用できればいいと思う。  

　 　 子 ど も た ち がワークシートを使用し 、自分の考えをま とめ

発 表 す る こ と は素晴らしいことだと思う 。大人も同じよう な

流 れ で 、 ま ち づくり活動について検討し てはどうか。  

　 　 ワ ー ク シ ー トに関して、どのような 方にどのようなも のを

作 成 し た ら い いか、次回までにご意見を いただければ、事 務

局 と し て は 作 成しやすい。  

　 　 今 の 議 論 は 論点が２つあって、１つ はまちづくり活動 を活

性 化 さ せ る た めには、どのようなツール がいいのか、もう １

つ は そ の ツ ー ルをどう使うかということ である。良いツー ル

が で き て も 活 用できる場がなければ、宝 の持ち腐れとなっ て

し ま う 。 ワ ー クシートは今のままでもい いのかも知れない 。

う ま く 活 用 で きる方法や場所が確保でき るかが重要である 。  

そ れ で は 元 の 議題に戻り、本日 のワークショップ の進め方

に つ い て 事 務 局から説明を願う 。  

事 務 局 か ら ワ ークショップの進 め方について説明  

　 【 ワ ー ク シ ョ ップのルー ル】  

　 　 市 民 主 体 の まちづくり 活動を活性化させるに は、資料６に

記 載 さ れ て い る、どのタ ーゲットにどのテーマの 取組を実施

す る こ と が 効 果的である かを委員それぞれが検討 し、効果的
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会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

だ と 思 っ た 組 合せに投票 する。なお、各委員は５ 票投票でき

る こ と と し 、 １つの組み 合わせに重複して投票す ることも可

と す る 。  

出 て き た ア イ デアを全て実行す る訳にはいかない ので、ど

の よ う な 方 を 対象に、どのよう な取組を実施すべ きかという

観 点 で 考 え て もらいたい。  

 

　 　 ワ ー ク シ ョ ッ プ（投票）を実施  

 

　 　 【 投 票 の 結 果】  

 
 

票 が ば ら け る かと思ったが、皆 さん同じ想いを持 っている

よ う で あ る 。 テーマ別で見ると 、「交流・連携」 や「情報発

信 」 、 「 ま ち づくりを楽しむ」 が票が多く、ター ゲット別で

見 る と 「 ま ち づくり活動の予備 軍」が多い。皆さ んの意識と

し て 、 ま ち づ くり活動の予備軍 （何かおかしい、 何か必要と

う す う す 感 じ ているが、どうし たら良いか分から ない人）に

対 し 、 「 交 流 ・連携」や「まち づくりを楽しむ」 等のアプロ

ー チ を 行 う 必 要があると考えら れているというこ とが読み取

れ た 。  

こ の 投 票 結 果 を見て、各委員か ら意見をお願いし たい。  

ま ち づ く り 活 動に誘われると参 加するが、運営側 を担うの

は 避 け た い と 思われる方がまち づくり活動の予備 軍に多いよ

う に 思 わ れ る 。人の繋がりを大 切にする社会から 個性を尊重

す る 社 会 に 変 化してきており、 団体行動が苦手な 方が増えて

き て い る よ う に感じる。  

ターゲット
交流・
連携

情報発信
子ども・

親子
コミュニ

ケーション
運営支援

まちづくり
を楽しむ

地域と
つながる

行政との
協働

その他
横軸の
集計

①まちづくり活動のリーダー
（団体目線） 5 3 8

②まちづくり活動の参加者
（個人目線） 3 3 1 2 9

③まちづくり活動の予備軍
（何かおかしい、何か必要とうすう

す感じているが、どうしたら良いか

分からない人）
5 4 3 2 5 1 20

④まちづくり活動の未認識者
（まちづくりの意義や必要性等に気

付いていない人）
3 2 2 1 2 10

縦軸の集計 16 7 5 3 7 6 3 0 0

テーマ
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 委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

自 治 協 議 会 の 役員（リーダー） をしている立場か らすると、

団 体 の 後 継 者 がほしいというの が切実な願いであ る。まちづ

く り 活 動 の 予 備軍の人にまちづ くりの楽しさを伝 え、その中

で リ ー ダ ー も 育っていけばいい と思う。また、ま ちづくり活

動 に 参 加 す る だけでなく、企画 から参加してくれ るような方

が 増 え て も ら いたいので、まち づくり活動の予備 軍に対する

ア プ ロ ー チ を 頑張りたいと思う 。  

投 票 の 結 果 を 見て、やはり「ま ちづくりを楽しむ 」という

こ と が １ 番 大 切だと思った。今 年で芳田ふれあい フェスタは

４ 回 目 の 開 催 となったが、今年 は特に多くの人に 来場いただ

い た 。 毎 年 内 容をバージョンア ップしたことで、 イベントを

楽 し ん で い た だき、皆さん誘い あってイベントに 来てもらえ

た の だ と 思 う 。芳田自治協議会 では、楽しいと思 う活動をど

ん ど ん 広 げ 、 深めていっている 。最初から市内全 体のまちづ

く り を 盛 り 上 げようとするので はなく、まずは自 分たちの地

域 を 盛 り 上 げ 、自らがまちづく りを楽しみ、他団 体との交流

・ 連 携 等 に 繋 げられればいいの ではないか。  

ま ち づ く り 活 動の予備軍に対し 「まちづくりを楽 しむ」と

い う ア プ ロ ー チするところに多 く投票されたこと は素晴らし

い 。 楽 し く ま ちづくりに参加で きると、そこで新 たな繋がり

が で き 、 次 の まちづくり活動に 参加するきっかけ になる。芳

田 自 治 協 議 会 の「いちごの里親 子マラソン」の当 日の活動記

録 を 見 た 方 が 、次回はこのイベ ントに参加したい と言ってい

た 。 ま ち づ く り活動の予備軍に 対し、楽しいまち づくり活動

を 広 め 、 活 動 に参加してもらう という流れを作れ ればよい。  

私 も ま ち づ く り活動の予備軍に 対するアプローチ が１番重

要 で あ る と 考 える。まちづくり 活動に参加するき っかけとな

る よ う な ま ち づくりポイント制 度の創設やまちづ くりについ

て 考 え て も ら うきっかけとなる ワークシートがあ れば、予備

軍 の 方 が 一 歩 踏み出す手助けに なると思う。予備 軍の人たち

が 何 を し た い のか具体化できれ ば、まちづくり活 動の参加者

や リ ー ダ ー が 増えていくのでは ないか。  

私 も 「 ま ち づ くりを楽しむ」こ とが重要だと思う 。何か見

返 り が な い と まちづくりを始め にくいと思うため 、楽しいと

思 え る 見 返 り のようなものが必 要だと思う。  

ま た 、 資 料 ５ の中に「子ども・ 親子」のジャンル があるこ

と も 重 要 な 視 点だと思う。子ど もには、学校や習 い事など色

々 な コ ミ ュ ニ ティがあり、その コミュニティには 親も関係し
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委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

て い る 。 子 ど もと親が一緒に楽 しめるイベントが あれば、活

性 化 に つ な が るのではないか。  

私 も ま ち づ く り活動の予備軍× 子ども・親子のと ころが重

要 だ と 思 っ て いる。今度、多可 町で開催される、 子どもたち

が 企 画 し て 運 営するイベントに 参加するが、子ど もが自分た  

ち で 考 え て 活 動することは、子 どもにとって良い 経験になり、

ま た そ の 親 も 企画がうまく進む ように色々お手伝 いする。子

ど も た ち と 地 域の人との繋がり が増えれば、地域 全体が盛り

上 が り 活 性 化 に繋がると思う。  

ま ち づ く り 活 動団体の運営側か らすると、次のリ ーダーと

な る 世 代 は 50～ 60 代を イメージされると 思うが、 30 代の私

た ち の 世 代 は 、まちづくりをす る際に、既存の団 体（自治協

議 会 等 ） に 入 って活動するとい う発想がないのが 正直なとこ

ろ で あ る 。 ま ちづくりをしたい と思う方は、個人 やコミュニ

テ ィ を 作 っ て 動き出す方が多い と思うので、まち づくり活動

の リ ー ダ ー と まちづくり活動の 予備軍は必ずしも 繋がってい  

な い よ う に 思 う。これからの西 脇市のまちづくり を考えると、

ど ち ら も 大 切 なので、どちらか にターゲットを絞 ることは難

し い よ う に 感 じる。  

黒 田 庄 地 区 で ６～７年前に実施 したまちづくり活 動に係る

住 民 ア ン ケ ー トでは、７割の方 が自分から進んで まちづくり

活 動 を し な い が、誘われたらま ちづくり活動に参 加するとい

う も の で あ っ た。このような予 備軍の意識をどう 底上げする

か 、 ま ち づ く り活動に参加する だけでなく、「ま ちづくりに

参 加 す る と 楽 しい」という意識 を持って参画して もらうには

ど の よ う に す べきかを考える必 要がある。  

前 回 の 段 階 で はアイデアを出し ただけであったが 、そのア

イ デ ア を グ ル ーピングし、更に マトリックスに分 け、その中

で ど こ に 注 力 すべきかが見えて きたと思う。  

具 体 的 に 何 を すべきかを考える 必要があるが、誰 に対して

何 を 伝 え る か を明確にして考え ていきたい。本日 の意見や投

票 結 果 を も と に、資料６にある アイデアを組み合 わせ、施策

の 方 向 性 を 検 討していきたい。

 
６ ・ ７ 　 今 後 の 予定 につ いて 、閉 会

 
問 合 せ 先 都 市 経 営 部 ま ちづくり課


